
■血縁家族の終わり■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 210号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：血縁家族の終わり 

 

ついに天皇の退位が実現し、令和の時代が始まった。 

戦後生まれの天皇に、元外交官の皇后と、素晴らしいカップルの即位に僕でさえちょっとだけ胸が躍る。 

だがすでに、今度の天皇は歴代 2位の高齢即位であり、3位だった上皇天皇を抜くという。 

その上皇位継承者が 3人しかおらず、次世代継承者に至っては一人しかいないのが現状だ。 

確かに女系皇室の問題が浮上してから久しいが、この男女差別を含むのが日本の家族のお手本だ。 

だとすれば、いよいよ日本の家族制度は終わりを迎えつつある。 

これほど裕福で手厚い保護を受けている天皇家の存続ですら危ぶまれるということが、皮肉にもそれを示してい

る。 

・ 

天皇の継承者が不足する理由は、一夫一婦制のせいだと言う。 

125 代におよぶ天皇のうち約半分が側室の子で、過去 400 年間では側室の子どもではない天皇は 109 代の明正

天皇、124代の昭和天皇と 125代の前天皇の 3人のみだそうだ。 

この話を聞いて、僕は以前イスラム教徒の友人とした話を思い出す。 

イスラム教徒の一夫多妻制を多様性として受け入れた僕に対し、友人が一夫一婦制を否定してきたので「なんで

一夫一婦制がいけないんだ」と問いただしたところ、「平気で浮気してる、神様を騙している」と叱られた。 

当時は、宗教観の違いだと納得していたたが、今回天皇家を見ていて考えが変化した。 

やはり、家族制度を維持するためには、一夫多妻制は必要なのかもしれない。 

・ 

だからと言って、僕は一夫多妻制を推奨する気はない。 

むしろ、「常にひとりを愛した」というマリリンモンローに賛同し、一夫一婦制を支持したい。 

だがそうすると、男系男子による家族の継承は途絶えてしまうだろう。 



でもそれでいいと僕は思う。 

むしろ、「家族」という血縁の縛りから解放されることこそが、個人主義であり、民主主義の基本だと思う。 

・ 

そもそも血縁家族とは、継承の争いを回避するための知恵だったのではないだろうか。 

原始時代、財産といえば縄張りや家来しか無かったころ、血縁者を後継者に選ぶのは判りやすかったと思う。 

また、天皇家は昔から皇室以外からたくさんの妻を迎えていた。 

世界の王たちが好んで外国人の妻をめとったのも、優秀な後継者を生むための手段だった。 

天皇家の男系男子というやり方も、決して女性蔑視ではなく、むしろ婿として入ってくる男子の排除に他ならな

い。 

愛子様の継承を望む人たちは、果たして愛子様が中国人と結婚しても許せるだろうか。 

アメリカ人、アフリカ人ならどうだろう。 

・ 

結局天皇家が「男系男子」というルールを変えられないのは、それが天皇家の定義だからだ。 

定義に理由など必要ない。 

だが、天皇家が断絶しないよう、この定義または一夫一婦は変更せざるを得なくなる。 

これももはや、理由などどうでもいい。 

だがこれを、僕たち国民が見習う必要などあるはずもない。 

むしろ僕たちは、生き残りのために家族という仕組みを作り直すべきだ。 

・ 

生き残りとは継続すること。 

そのために生まれた仕組みが「社団法人」だ。 

「遠くの家族より近くの他人」という言葉を「遠くの親族より近くの他人」と言い換えればわかりやすい。 

つまり、血縁のつながりでなく、実際の暮らしや仕事でつながる人たちを「社団」と思えばいい。 

家族だとメンバーが死ぬたびに相続が発生し、家族とともに財産も分解されてしまうが、社団法人ならすべての

財産をメンバーが共有しているので、誰が死んでもみんなで継承すればいい。 

こうした「みんなが持ち主になる社会」を、「民主社会」というのだと僕は思う。 

・ 

これまでかたくなに守ってきた男系男子天皇制の危機は、はからずも日本人の家族制度の終焉を示唆してくれた。 

この原則を変えることは、確かに天皇制の一部が欠落することを意味するだろう。 

だが、同時に血縁に基づいた家族制度を日本国民が捨てるなら、天皇制度を一部変更しても良いと思う。 

それはまさに、日本国民の象徴ならではの運命ではないだろうか。 

 

http://nanoni.co.jp/20190512-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のトピックス：お知らせ３つ 

 

① ホームホスピス勉強会 

 

５周年を迎えて、笑恵館クラブの会員は５９０人を超え、「遠くの身内より近くの他人と家族になる」という当初

の目的は、実現しつつあります。 



そこで、次の５年間は、新たなプロジェクトとして「ホームホスピスの実現」に挑みたいと思います。 

私たちの考える「ホームホスピス」とは、在宅のまま終末ケアを受ける仕組みのこと。 

笑恵館のオーナーのように、「住み慣れた自宅を終の棲家にしたい」と願う方は大勢いるはずです。 

そこで、誰もができるだけ最期まで暮らせるまちを作るための勉強会を始めます。 

持ち寄り食事会の終了後。もちろん参加無料ですので、是非とも気軽にご参加ください。 

 

日時：5/16(木) 20-21時 

場所：笑恵館 

 

② またまた骨折 

すでに FBでお知らせしましたが、先週の火曜日夜、帰宅後車庫から玄関に向かう途中、下水舛の蓋につまづい

て転倒し、身体をかばった左腕に負担がかかり、肘を骨折してしまいました。 

幸い骨折箇所は小さく、ギブス固定のみの治療となりましたが、1ヵ月程度かかる見込みです。 

したがって、作業ははかどらず、バイクにも乗れません。 

皆さんには多大なご迷惑をおかけすることを、どうかお許しください。 

 

③ 5/15(木)～5/19(日) 祖師谷宿泊 

 

先週お知らせした台湾旅行は、無事 4人のメンバーが確定し、申込も完了しました。 

ところが、男性ばかりの台湾旅行を見送った女性が現れたことに触発された私の妹が、急遽ベトナム旅行を企画

して、なんと今週出かけることになりました。 

そこで私が、同居する母とともに祖師谷の家の留守番を引き受けました。 

5/16(木)の笑恵館勤務から 5/19(日)の昼ころまで、祖師谷に滞在しておりますので、御用のある方は声をおかけ

ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）05/13 〇13～16時 面談可（笑恵館） 

（火）05/14 ◎13時まで 面談可（青葉台） 

（水）05/15 ◎16時以降 面談可（表参道） 

（木）05/16 〇13～16時 面談可（笑恵館） 

13-17時 ★なるほどデイ（笑恵館） 

18-20時 ★持ち寄り食事会（笑恵館） 

20-21時 ★ホームホスピス勉強会（笑恵館） 

（金）05/17 ◎終日 面談可（祖師谷） 



（土）05/18 〇9～18時 面談可（笑恵館） 

13-18時 ★各種セミナー（笑恵館） 

（日）05/19 ◎午前中 面談可（祖師谷） 

 

■その後のイベント 

05/23 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

05/25 ★各種セミナー（笑恵館） 

05/26 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（名栗） 

06/01 ★各種セミナー（笑恵館） 

06/13 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

06/13 ★笑恵館クラブ運営会議 

06/14 ★カプラー起業交流会（三茶） 

06/20 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

 

相談のある人、一杯やりたい人、上記以外でも歓迎です。 

松村の予定はこちらで随時公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


